
整理番号 21

事業計画期間 令和6年度～令和7年度（２年間） アサヅキの沢
（あさづきのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

十勝東部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は中川郡本別町市街地より東部に位置しており、平成28年8月の台風上陸に伴う豪雨によ
り山腹崩壊が発生し、土砂等が下流へ流出し被害を与えた箇所である。
 上流域では、過去山腹工が施工されているが経年劣化による損傷に伴い、崩土及び倒木が多数発
生している状況にある。
 また、不安定土砂も堆積している状況もあり、今後の豪雨等による土砂流出により、再び下流の
道道や農地等に被害を与えるおそれがあることから、土砂を抑制し、下流域の保全と地域住民の生
活に対する安全・安心を確保するため渓間工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工２基（谷止工）

主な保全対象 農地 道道

総  事  業  費 130,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 22

事業計画期間 令和6年度～令和7年度（２年間） ワサビの沢
（わさびのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

十勝東部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は中川郡本別町市街地より東部に位置しており、平成28年8月の台風上陸に伴う豪雨によ
り山腹崩壊が発生し、土砂等が下流へ流出し被害を与えた箇所である。
 上流域では、過去山腹工が施工されているが経年劣化による損傷に伴い、崩土及び倒木が多数発
生している状況にある。
 また、不安定土砂も堆積している状況もあり、今後の豪雨等による土砂流出により、再び下流の
道道や農地等に被害を与えるおそれがあることから、土砂を抑制し、下流域の保全と地域住民の生
活に対する安全・安心を確保するため渓間工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工３基（谷止工）

主な保全対象 農地 道道

総  事  業  費 160,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 23

事業計画期間 令和６年度～令和８年度 神恵内
（かもえない）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

後志森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

 本箇所は、古宇郡神恵内村市街地の国道229号線沿いに位置する山腹斜面で、既設落石防止柵（昭
和55）等の施設が設置されているが、塩害等による腐朽が著しく進行している。
 斜面には、風化した基岩から剥離した転石や浮き石等が点在していることから、今後の降雨等によ
り落石が発生し、直下の国道・人家・消防署のほか国道沿線にある・役場・駐在所等へも被害を及ぼ
すおそれがある。
 このため、本事業により、落石などの被害を防止することにより、直下の人家等を保全し、地域住
民の安全・安心を図るため山腹工を計画したものである。
 

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容  山腹工 0.20ha

主な保全対象 国道 人家 消防署 ほか

総  事  業  費  200,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 24

事業計画期間 令和6年度〜令和８年度(3年間） 登別（地獄谷）
（のぼりべつ（じごくだに））

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

後志森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は登別市北東にある登別温泉町に位置し、国内でも有数の温泉・観光地である。
 計画箇所の地獄谷は、登別温泉街の各入浴施設等へ温泉を供給するための源泉取水箇所となってお
り、令和５年10月５日の豪雨によりこの源泉に沢内の土砂が大量に流入する被害が発生した。
 このまま放置した場合、今後も大雨の際に沢内へ土砂が流入、堆積し、下流側の観光施設等へ被害
を与えるおそれがあることから、観光施設等の保全を確保するため山腹工を計画したものである。

主な事業内容  山腹工 0.50ha
主な保全対象  宿泊施設ほか
総  事  業  費  50,000千円

管内図

計画箇所

計画箇所



整理番号 25

事業計画期間 令和２年度〜令和7年度（6年間） 奥尻
（おくしり）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
檜山森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

 本箇所は奥尻郡奥尻町の市街地に位置し、急傾斜の山腹斜面が連続しており、直下には保全対象で
ある住宅地や道道、港が存在する地区である。
 長年にわたり海からの強風や近年頻発する豪雨等により住宅地の背後にあたる山腹斜面は立木の傾
斜や表層の剥離崩壊が進行しており、今後の降雨等によって表土を伴い下流に崩落する危険があるこ
とから、山腹工を施工し山地災害の防止を図るものである。
 なお、事業実行に伴い詳細調査等を行った結果、総事業費及び計画期間に変更が生じる事から、
B/Cの確認が必要となったため、令和２年度に行った評価について再評価を行う。

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容 山腹工 1.00ha
主な保全対象 人家  事業所 道道 港湾
総  事  業  費 539,335千円

管内図



整理番号 26

事業計画期間 令和６年度〜令和８年度（３年間） よびたらし（大川）
（よびたらし（おおかわ））

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

檜山森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は、上磯郡木古内町のよびたらし川流域に位置し、度重なる集中豪雨により山腹崩壊地が発
生している。
 令和４年には降雨の影響を受け、山腹崩壊地から流出した土砂により、牧草地の水路を閉塞させる
被害が発生した。
 当該地は牧草地及び林道と隣接しており、これら保全対象に土砂流出による被害を与えるおそれが
あることから、山腹崩壊地の復旧を図るため山腹工を計画したものである。

主な事業内容 山腹工 0.20ha
主な保全対象 農地 林道
総  事  業  費 50,500千円

管内図

事業箇所



整理番号 27

事業計画期間 令和６年度～令和１０年度（５年間） 小川
（こがわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は、せたな町北檜山区若松より南南西へ約7kmの地点で、令和４年８月１６日の豪雨により
山腹崩壊及び渓流内から土砂が流出した箇所である。
 流出した土砂は、直下の小川南部沢線林道を乗り越え小川へ流入し、流下した土砂が下流の養殖場
の取水口を閉塞し、養殖魚が全滅する被害を与えた。
 渓床内には依然不安定土砂が堆積しており、また山腹崩壊箇所も拡大傾向にあり、今後の豪雨等の
影響により再び土砂流出が発生するおそれがあることから本事業を計画したものである。

主な事業内容 渓間工３基  山腹工0.09ha

主な保全対象 養殖場施設 林道 

総  事  業  費 60,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 28

事業計画期間 令和６年度～令和１０年度（５年間） 上ノ湯
（かみのゆ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は、八雲町から南南東約２３ｋｍの地点で直下には八雲町落部と厚沢部方面を繋ぐ「道道６
７号 八雲厚沢部線」が通過している。
 令和４年６月２４日の豪雨により国有林から流木や末木枝条が流出し道道の排水施設を閉塞させ道
路冠水の被害を与えた。
 またこの豪雨の影響により本箇所では土石流も発生した。
 渓床内にはこの時の不安定土砂が大量に堆積しており、今後の豪雨等により土砂が流出した場合道
道に被害を与えるおそれが有ることから、土砂の流出を防止するため渓間工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工4基

主な保全対象 道道 

総  事  業  費 100,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 29

事業計画期間 令和６年度～令和１０年度（５年間） 上八雲
（かみやくも）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は、八雲町から西方約２１ｋｍの地点で直下には八雲町と瀬棚・今金方面を繋ぐ「道道４２
号 八雲北檜山線」が通過している。
 令和４年８月１６日の豪雨により渓床内では渓岸侵食を伴う土石流が発生し、現在も大量に堆積し
ている状況にある。
 このまま放置した場合、今後の豪雨や融雪等により土砂が流出し、直下にある道道に被害を与える
おそれがあることから、土砂流出及び渓岸侵食の拡大防止を図るため渓間工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工2基

主な保全対象 道道 

総  事  業  費 63,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 30

事業計画期間 令和６年度～令和１０年度（５年間） 鳥崎川中流部
（とりさきがわちゅうりゅうぶ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は、森町から南西約１０ｋｍの地点で直下には「道道６０６号 霞台森停車場線」が通過
し、下流には駒ヶ岳ダムがある。
 渓流内は平成２５・２８年の豪雨により渓岸侵食等が発生し著しく荒廃しており、不安定土砂が多
量に堆積している。
 今後の豪雨等により不安定土砂が流出し、道道及び駒ヶ岳ダムに被害を及ぼすおそれがあることか
ら、渓間工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工３基

主な保全対象 道道   駒ヶ岳ダム

総  事  業  費 90,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 31

事業計画期間 令和６年度～令和１０年度（５年間） 北檜山区栄
（きたひやまくさかえ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本箇所は、せたな町から南へ約４ｋｍの箇所で直下には農家・農地が隣接し、令和４年８月の豪雨
により国有林から流出した大量の土砂が接続する用水路を閉塞したことにより、農地にまで土砂が流
出し被害を与えた箇所である。
 渓床内は豪雨の影響により渓岸侵食が多数発生、その土砂が不安定な状態で大量に堆積している状
況にある。
 このまま放置した場合、今後の大雨や融雪等により土砂が流出し、再び農家や農地等へ被害を及ぼ
すおそれがあることから、渓床の安定及び土砂流出の防止を図るため、渓間工を計画したものであ
る。

主な事業内容 渓間工２基

主な保全対象 農家 農地 用水路

総  事  業  費 70,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 32

事業計画期間 令和３年度～令和６年度（４年間） 森姫川
（もりひめかわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

 本箇所は茅部郡森町の姫川地区にある渓流で、平成２８年度の豪雨に伴う山腹崩壊及び渓岸侵食に
よる不安定土砂が直下の姫川頭首工がある尾白内川に流入した箇所である。
 依然として渓流内には大量の不安定土砂が堆積している状態にある。
 このまま放置した場合、山腹崩壊の拡大及び渓流内の堆積土砂の流出により下流に被害を与えるお
それがある。
 このため、当該事業により崩壊地の拡大防止及び渓流内の堆積土砂の流出を抑制し、下流域の保全
を図るため復旧治山を計画したものである。
 なお、事業実行に伴い詳細調査等を行った結果、総事業費及び計画期間に変更が生じることから、
B/Cの確認が必要となったため、令和２年度に行った評価について再評価を行う。

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容 渓間工 ２基

主な保全対象 町道 林道 人家 姫川頭首工

総  事  業  費 127,364千円

管内図



整理番号 33

事業計画期間 令和６年度（１年間） 芦別
（あしべつ）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
空知森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林総合改良整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は、空知川の支流域に位置する人工林である。
 林内は植栽木と侵入木によりうっ閉し、つるが絡まった状況となっている。
 このまま放置した場合植栽木の生育を著しく阻害し、水源涵養機能の低下等を招くおそれがある
ことから、植栽木の生育を促進し保安林機能の回復及び強化を図ることを目的として、つる切り・
除伐を計画したものである。

主な事業内容 つる切・除伐 131.97ha       
主な保全対象
総  事  業  費 10,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 34

事業計画期間 令和６年度（１年間） 日高南部
(ひだかなんぶ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

日高南部森林管理署

縮尺

6,000千円

位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林総合改良整備（国有林) 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は、日高郡新ひだか町の静内川流域及び新冠郡新冠町の新冠川流域に位置する人工林及
び育成天然林の箇所である。
 林内は、植栽木及び侵入木の過密化により植栽木の著しい成長不良と、下層植生の消滅等の状況に
ある。
 現状を放置することは植栽木の枯死や表土の流出等、保安林機能の低下につながるおそれがあるこ
とから、保安林機能の発揮を目的として、保安林総合改良整備事業により本数調整伐を計画するもの
である。

主な事業内容 本数調整伐 16.42ha

主な保全対象

総  事  業  費

管内図



整理番号 35

事業計画期間 令和6年度～令和10年度（5年間） 川口・更岸
（かわぐち・さらきし）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

留萌北部森林管理署

縮尺

地 区 概 要 表
事業名 保安林総合改良整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は、天塩町川口地区及び更岸地区に点在している国有林で、北西からの強い季節風等か
ら農地や牧場を守る防風保安林である。
 これまでも季節風等の影響を受け、林帯の一部が未立木地化した箇所への植付や補植を行い防風保
安林機能の回復を図ってきたところであるが、その箇所への保育作業を行い更なる機能の発揮を促進
するため計画したものである。

主な事業内容 下刈ほか  4.24ha

主な保全対象

総  事  業  費 5,000千円

位置図 １：５０，０００

管内図

事業箇所



整理番号 36

事業計画期間 令和6年度〜令和10年度（5年間） 羽幌・築別
（はぼろ・ちくべつ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

留萌北部森林管理署

縮尺
1,000千円

位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林総合改良整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は、羽幌町東部及び築別地区に位置しており、北西からの強い季節風等から水田や農
地を守る防風保安林である。
 これまでも季節風等の影響を受け、林帯の一部が未立木地化した箇所への植付や補植を行い防風
保安林機能の回復を図ってきたところであるが、その箇所への保育作業を行い更なる機能の発揮を
促進するため計画したものである。

主な事業内容 下刈 ほか 0.76ha
主な保全対象
総  事  業  費

管内図

事業箇所



整理番号 37

事業計画期間 令和6年度～令和10年度（5年間） 湧別川
（ゆうべつがわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

網走西部森林管理署

縮尺位置図 1：２００，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林総合改良整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は紋別地方南部である遠軽町に位置し、水源かん養保安林に指定されている人工林であ
る。
 林内は植栽木や侵入木がうっ閉し照度環境が著しく悪化、下層植生の生育及び植栽木の健全な成長
を阻んでおり、本数調整伐が必要な状況となっている。
 一方、近年植栽工を実施した箇所においては、植栽木の生育環境確保のための下刈が必要な状況に
あることから、これらの作業を実施し、早期に保安林機能を十分発揮させるため、計画したものであ
る。

主な事業内容 本数調整伐、下刈  112.24ha

主な保全対象

総  事  業  費 40,000千円

管内図



整理番号 38

事業計画期間 令和６年度（１年間） 室蘭（有珠北面、有珠南面）
（むろらん(うすきためん、うすみなみめん)）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

後志森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林総合改良整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は、伊達市・壮瞥町に跨る有珠山の山腹面に位置している。
 現況林分は林分密度が高くなっているため光環境が悪化し、下層植生の生育を阻んでいる状態で水
源かん養機能の低下が懸念される状況にあり、現状のまま放置すれば、表土の流出等により周辺地域
に影響を及ぼすおそれがある。
 下層植生の侵入促進及び植栽木の健全な生育を図り、保安林機能を十分発揮させるため本数調整伐
を計画したものである。

主な事業内容  本数調整伐  20.00ha
主な保全対象
総  事  業  費  5,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 39

事業計画期間 令和６年度〜令和８年度（３年間） 美唄・長沼
（びばい・ながぬま）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

空知森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 防災林造成（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 本計画箇所は、美唄市・長沼町・由仁町・南幌町の耕作地帯に位置し、強風から農作物を守るこ
とを目的に格子状に造成された防風保安林である。
 林分は主にヤチダモ人工林で植栽後60年以上経過しており、倒木や枯損木が発生し防風機能の低
下が懸念されている状況である。
 今後、この人工林の防風効果を維持していくためには、早期に適切な管理や整備が必要なことか
ら、防災林造成事業により保安林機能の回復等を図るため、本事業を計画したものである。

主な事業内容 本数調整伐 地拵・植付 下刈
主な保全対象
総  事  業  費 90,000千円

管内図

事業箇所

事業箇所


